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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
旧
年
中
は
格
別
な
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
、
よ
り
一
層
の

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
職
員
一
同
心
よ
り

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
９
月
に
は
東
北
防
衛
局
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
て
か
ら
10
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ

も
ひ
と
え
に
地
方
公
共
団
体
や
地
域
住
民
の

方
々
を
は
じ
め
と
す
る
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
、
常
日
頃
か
ら
防
衛
行
政
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
る
が
ゆ
え
で
あ
り
大
変
感

謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
東
北
防
衛

局
に
対
す
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新年挨拶

当
局
は
東
北
地
方
に
お
け
る
自
衛
隊
・
米
軍

の
基
地
対
策
及
び
建
設
工
事
、
並
び
に
自
衛
隊

装
備
品
等
の
監
督
・
検
査
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
自
衛
隊
・
米
軍
の
活
動
に

よ
り
影
響
を
受
け
た
防
衛
施
設
周
辺
地
域
と
の

調
和
を
は
か
る
た
め
、
各
種
障
害
の
防
止
や
緩

和
の
た
め
の
施
策
を
実
施
し
た
り
、
自
衛
隊
・

米
軍
の
施
設
整
備
を
実
施
す
る
な
ど
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
各
種
事
業
を
円
滑
に
実
施
す
る

た
め
に
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
の
連
携

が
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
広
く
防
衛
政
策
に

つ
い
て
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
防
衛
問
題
セ

ミ
ナ
ー
の
ほ
か
、
日
米
交
流
事
業
、
駐
屯
地
・

基
地
の
行
事
等
の
各
種
機
会
を
利
用
し
た
説

明
、
学
校
等
の
教
育
機
関
及
び
各
種
団
体
へ
の

講
師
派
遣
、
地
方
公
共
団
体
及
び
各
種
団
体
へ

の
資
料
の
提
供
、
こ
の
広
報
紙
「
東
北
の
か
な

め
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
資
料
の
掲
載
等
、

様
々
な
機
会
を
利
用
し
て
皆
様
方
に
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
お
り
、
こ
れ
か

ら
も
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

本
年
が
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
平
和
と
安
心

に
満
た
さ
れ
た
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
一
月

東
北
防
衛
局
長　

深
澤 

雅
貴

平
成
28
年
10
月
22
日
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド

ヒ
ル
市
ヶ
谷
（
東
京
都
新
宿
区
）
に
お
い

て
、
平
成
28
年
度
防
衛
大
臣
感
謝
状
贈
呈
式

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
贈
呈
式
は
、
防
衛
大

臣
の
主
催
に
よ
り
、
自
衛
隊
に
対
す
る
功
労

が
著
し
い
と
認
め
ら
れ
る
隊
員
以
外
の
者
又

は
団
体
に
、
感
謝
の
意
を
表
す
た
め
、
昭
和

32
年
か
ら
自
衛
隊
記
念
日
行
事
の
一
環
と
し

て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
岩
手
山
中

演
習
場
に
お
け
る
円
滑
な
訓
練
の
実
施
や
諸

問
題
の
解
決
に
多
大
な
努
力
を
払
い
、
防
衛

施
設
の
安
定
的
使
用
に
大
き
く
寄
与
し
た
功

績
を
讃
え
、
田
村
正
彦
八
幡
平
市
長
及
び
柳

村
典
秀
滝
沢
市
長
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

贈
呈
式
の
挨
拶
で
大
臣
は
「
自
衛
隊
は
、

自
ら
の
力
の
み
で
、
そ
の
任
務
を
果
た
し
得

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
様
方
に
支
え

ら
れ
て
は
じ
め
て
、
自
衛
隊
は
誇
り
を
も
っ

て
日
々
の
任
務
に
邁
進
で
き
る
の
で
あ
り
ま

す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
１
日
に
は
、
六
ヶ
所
村
役
場

に
お
い
て
、
三
沢
対
地
射
爆
撃
場
及
び
三
沢

飛
行
場
に
係
る
諸
問
題
に
つ
い
て
防
衛
施
設

と
周
辺
地
域
と
の
調
和
を
図
る
た
め
多
大
な

ご
尽
力
を
戴
い
た
、
戸
田
衛
六
ヶ
所
村
長
に

対
し
、
深
澤
雅
貴
東
北
防
衛
局
長
か
ら
感
謝

状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

防衛大臣感謝状贈呈式

東北防衛局長感謝状贈呈式

柳村滝沢市長（右）と稲田防衛大臣（左）

田村八幡平市長（右）と稲田防衛大臣（左）

受賞した戸田六ヶ所村長（左）
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日英共同訓練（ガーディアン・ノース16） 第８回日ＡＳＥＡＮ諸国防衛当局次官級会合

平
成
28
年
９
月
20
日
及
び
21

日
、
宮
城
県
仙
台
市
に
お
い
て
、

防
衛
省
主
催
の
「
第
８
回
日
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
防
衛
当
局
次
官
級
会
合
」

が
開
催
さ
れ
、
我
が
国
か
ら
真
部

朗
防
衛
審
議
官
が
参
加
し
て
議
長

を
務
め
、
ブ
ル
ネ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ラ
オ
ス
、

マ
レ
ー
シ
ア
、ミ
ャ
ン
マ
ー
、フ
ィ

リ
ピ
ン
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、タ
イ
、

ベ
ト
ナ
ム
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
10

か
国
及
び
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
事
務
局
の

次
官
級
等
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
合
で
は
、
多
様
な
安
全
保
障

問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
個
々
の
国
と
の
協
力
に
加

え
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
全
体
の
能
力
強

化
に
資
す
る
協
力
が
重
要
で
あ

り
、
こ
の
方
向
性
で
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
防
衛
協
力
を
一
層
推
進
し
て
い

く
と
の
認
識
で
一
致
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
10
月
17
日
か
ら
11
月

６
日
ま
で
、
青
森
県
の
三
沢
基
地

及
び
同
周
辺
空
域
で
航
空
自
衛

隊
と
英
国
空
軍
と
の
共
同
訓
練

（
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
・
ノ
ー
ス
16
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
訓
練
は
、
同
年
１
月
の
日
英

外
務
・
防
衛
閣
僚
会
合
（
２
プ
ラ

ス
２
）
で
の
合
意
に
基
づ
く
も
の

で
、
航
空
自
衛
隊
が
国
内
を
拠
点

に
米
国
以
外
の
国
と
実
施
す
る
初

の
共
同
訓
練
で
す
。

訓
練
に
は
、
航
空
自
衛
隊
か
ら

Ｆ
―
15
戦
闘
機
及
び
Ｆ
―
２
戦
闘

機
そ
れ
ぞ
れ
４
機
程
度
、
英
国
空

軍
か
ら
タ
イ
フ
ー
ン
戦
闘
機
４

機
、
ボ
イ
ジ
ャ
ー
空
中
給
油
輸
送

機
、
Ｃ
―
17
輸
送
機
及
び
人
員
約

２
０
０
名
が
参
加
し
、
防
空
戦
闘

訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

東
北
防
衛
局
は
、
関
係
機
関
と

の
連
絡
調
整
や
地
域
住
民
の
訓
練

に
対
す
る
不
安
解
消
を
目
的
と
し

て
三
沢
防
衛
事
務
所
内
に
坪
川
弘

企
画
部
長
を
本
部
長
と
す
る
現
地

連
絡
本
部
を
設
置
し
、
地
元
自
治

体
へ
の
情
報
提
供
や
航
空
機
騒
音

の
測
定
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

９月21日の本会合では、「地域にお
ける安全保障環境を向上するために～
日ＡＳＥＡＮの防衛協力の強化」と題
して、

⑴「地域の安全保障環境の現状」
⑵「共通の課題に対する取組」
⑶「今後の日ＡＳＥＡＮ防衛協力」

の３つのテーマについて、出席者の間
で意見交換を行いました。

引き続き行われたセイン・ウィン・
ミャンマー国防大臣の基調講演では、
ミャンマーから見た地域情勢について
述べるとともに、地域の平和と安定の
ために日本が更なる役割を果たすこと
について期待が示されました。

基調講演は、深澤雅貴東北防衛局
長、山之上哲郎東北方面総監、時藤和
夫松島基地司令や阿部秀保東松島市長
などが聴講しました。

９月20日、小林鷹之防衛大臣政務
官は、歓迎挨拶で、参加者の訪日を歓
迎するとともに、国際協調主義に基づ
く積極的平和主義の下、ＡＳＥＡＮと
手を携えながら、地域そして世界の平
和と繁栄のために取り組んでいく旨を
述べられました。

飛行訓練の開始に先立ち、坪川弘現地
連絡本部長はチェンバレン駐日英国大
使館国防部主任補佐官に対し、基地周
辺住民の方々への共同訓練に対する不
安解消のため、航空機の安全飛行や騒
音への配慮、隊員の綱紀粛正などを要
請しました。これに対し、チェンバレ
ン補佐官は「地元の方々の声に配慮し
たい。三沢で訓練ができることに大変
感謝している」と述べました。

現地連絡本部では、三沢市内及び東北
町内の９ヵ所で航空機騒音の測定を実
施し、訓練終了後に測定結果を関係自
治体へ説明するとともに、ホームペー
ジへ掲載しました。
なお、本訓練におけるピーク騒音レベ
ルの最大値は、英国空軍タイフーンが
102デシベル、航空自衛隊Ｆ－２戦闘
機が105デシベルでした。

11月３日には、三沢基地に隣接する
三沢航空科学館において、タイフーン
戦闘機のパイロットが来館者向けにミ
ニ講演会を開催し、戦闘機の性能やパ
イロットの業務について説明し、来館
者からの質問に答えるなど、地元との
交流を図りました。

今会合に出席した各国次官級参加者

議長を務める真部防衛審議官（中央） 講演するミャンマー国防大臣 挨拶する小林政務官

三沢基地に到着した英国空軍のタイフーン戦闘機

タイフーン戦闘機パイロットによる

ミニ講演会

騒音測定状況を確認する

深澤雅貴東北防衛局長（手前中央）

チェンバレン主任補佐官（左）に

要請する坪川本部長（右）



岩
手
町
は
、
南
に
盛
岡
市
と
境
界
を
接

し
、
岩
手
山
の
清
涼
な
空
気
と
東
北
一
の

大
河
「
北
上
川
」
の
源
泉
を
有
す
る
自
然

豊
か
な
町
で
す
。
冷
涼
な
気
候
と
良
質
の

水
源
を
生
か
し
た
農
業
が
町
の
産
業
を
支

え
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
柔
ら
か
さ
と
甘

さ
、
み
ず
み
ず
し
い
緑
色
が
特
徴
の
町
の

ブ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ベ
ツ
「
い
わ
て
春
み
ど

り
」
や
、
甘
み
の
強
い
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な

ど
、
野
菜
・
果
物
の
栽
培
が
盛
ん
で
す
。

自
然
豊
か
で
緑
に
囲
ま
れ
た
本
町
で

は
、
10
月
に
五
穀
豊
穣
の
季
節
を
祝
い
、

無
病
息
災
を
祈
る
た
め
、
岩
手
町
秋
祭
り

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
県
内
秋
祭
り
の
最
後

を
飾
る
沼
宮
内
稲
荷
神
社
例
大
祭
・
通
称

「
沼
宮
内
ま
つ
り
」
は
華
麗
な
南
部
風
流

山
車
や
北
上
川
清
流
太
鼓
が
町
内
を
練
り

歩
き
、
郷
土
芸
能
の
沼
宮
内
駒
踊
り
、
五

日
市
獅
子
踊
り
、
七
ツ
踊
り
が
街
中
を
舞

い
歩
き
、
町
中
が
祭
り
一
色
に
な
り
、
毎

年
大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
昭
和
45
年
に
岩
手
国
体
で

ホ
ッ
ケ
ー
競
技
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
以

来
「
ホ
ッ
ケ
ー
を
通
じ
た
町
づ
く
り
」
を

豊
か
な
自
然
と

　
　
　

ホ
ッ
ケ
ー
の
町

岩
手
町

ようこそわが街へ（第７回）～岩手県岩手町～

推
進
・
実
践
し
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

力
を
注
ぎ
、
競
技
人
口
の
拡
大
に
努
め
、

ホ
ッ
ケ
ー
は
町
技
と
し
て
町
民
に
深
く
親

し
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝
の
沼
宮
内
高
等
学

校
を
は
じ
め
、
小
中
学
校
や
社
会
人
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
も
全
国
大
会
で
優
勝
す
る
な
ど

数
々
の
輝
か
し
い
戦
績
を
挙
げ
、
五
輪
選

手
を
は
じ
め
全
日
本
選
手
を
多
数
輩
出
し

て
い
ま
す
。
平
成
28
年
10
月
に
は
46
年
ぶ

り
に
、
本
町
ホ
ッ
ケ
ー
場
で
「
希
望
郷
い

わ
て
国
体
」
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
が
開
催
さ

れ
、
少
年
女
子
が
準
優
勝
、
少
年
男
子
が

３
位
入
賞
な
ど
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

「
町
産
野
菜
」
と
地
元
の
ブ
ラ
ン
ド
豚

「
や
ま
と
豚
」
な
ど
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
用
し
た
「
岩
手
町
焼
き
う
ど
ん
」
を

は
じ
め
と
す
る
岩
手
町
の
食
、
さ
ら
に

は
、
四
季
折
々
の
自
然
と
彫
刻
が
楽
し
め

る
石
神
の
丘
美
術
館
な
ど
、
魅
力
あ
ふ
れ

る
岩
手
町
に
ぜ
ひ
「
お
で
っ
て
く
な
ん
せ

（
お
い
で
く
だ
さ
い
）
!!
」

（
文
、
写
真
と
も
岩
手
町
提
供
）
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日米の絆～米軍と地域との交流

平
成
28
年
10
月
17
日
、
青
森
県
つ
が
る

市
の
航
空
自
衛
隊
車
力
分
屯
基
地
に
お
い

て
、
米
陸
軍
車
力
通
信
所
10
周
年
記
念
式

典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
18
年
９
月
26

日
に
開
設
さ
れ
た
車
力
通
信
所
は
、
米
国

の
レ
イ
セ
オ
ン
社
と
少
数
の
兵
隊
に
よ
っ

て
運
営
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
平
成
27
年
、

車
力
通
信
所
は
そ
の
運
営
の
大
部
分
を
陸

軍
に
移
行
し
は
じ
め
、
同
年
10
月
、
レ
ー

ダ
ー
職
種
の
兵
隊
が
初
め
て
通
信
所
に
配

属
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
行
事
に
は
、
車
力
通
信
所
開
設
に

携
わ
っ
た
日
米
の
関
係
者
な
ど
が
出
席

し
、
開
設
に
至
る
ま
で
の
苦
心
談
な
ど
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
車
力
通
信
所
指
揮
官
の

メ
ッ
ト
カ
ー
フ
少
佐
や
木
村
太
郎
衆
議
院

議
員
、
福
島
弘
芳
つ
が
る
市
長
、
飯
島
秀

俊
防
衛
省
防
衛
政
策
課
企
画
官
な
ど
が
挨

拶
し
、メ
ッ
ト
カ
ー
フ
少
佐
か
ら
、市
長
、

地
元
住
民
、
地
元
警
察
、
車
力
基
地
協
力

会
な
ど
の
車
力
チ
ー
ム
か
ら
い
た
だ
い
た

強
力
な
支
援
に
対
し
感
謝
の
言
葉
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
米
陸
軍
車
力
通
信
所
へ
移
動

し
、
開
設
10
周
年
の
記
念
石
碑
の
序
幕
、

通
信
所
内
の
案
内
が
行
わ
れ
、
式
典
が
終

了
し
ま
し
た
。

米
陸
軍
車
力
通
信
所
に
所
在
す
る
第
10

ミ
サ
イ
ル
防
衛
中
隊
（
サ
ム
ラ
イ
中
隊
）

の
隊
員
は
、
地
域
で
重
要
な
一
員
と
し
て

認
識
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
行
事
に
招
待

さ
れ
、
子
供
た
ち
に
英
語
を
教
え
る
な

ど
、
地
域
の
住
民
と
し
て
行
動
し
て
い
ま

す
。

福島つがる市長 メットカーフ少佐 木村衆議院議員 飯島企画官

序幕された開設10周年の石碑

ハロウィンをテーマにした英語教室の様子（出典：米陸軍ホームページ）



東北防衛局では、広く防衛政策についての理
解を得るために実施する施策の一つとして、県
知事や市町村長などへ防衛白書の説明を行って
います。
平成28年10月18日には吉村美栄子山形県知
事、10月25日には達増拓也岩手県知事、10月
31日には三村申吾青森県知事へ深澤雅貴東北防
衛局長から平成28年版防衛白書の説明を行いま
した。

防衛白書を説明

三村青森県知事（右）への説明

吉村山形県知事（左）への説明

達増岩手県知事（右手前）への説明

平成28年10月21日、米空軍三沢基地内（青森
県三沢市）において、防衛省及び在日米軍との
共催により「平成28年度在日米軍従業員永年勤
続者表彰式」が開催され、161名が表彰されまし
た。
式典には種市一正三沢市長、小比類巻正規三
沢市議会議長ほかご来賓の方々や米軍人、日本
人従業員など多くの関係者が出席しました。
ソプラノ歌手らによる日米両国の国歌演奏の
後、深澤雅貴東北防衛局長とＲスコット．ジョー
ブ米空軍第35戦闘航空団司令官の式辞に続き、
深澤局長、ジョーブ司令官、マルザッカー米海
軍三沢航空基地隊副司令から代表者に表彰状及
び記念品が授与されました。
この表彰式は、青森県内に所在する在日米軍
施設に永年にわたり勤務した従業員の功績をた
たえ、併せて労働意欲及び作業効率の向上を目
的として行うものです。なお、在日米軍従業員
の募集については15頁に案内を掲載しています
のでご覧下さい。

在日米軍従業員永年勤続者表彰式

表彰状及び記念品を授与する深澤局長

ジョーブ米空軍第 35 戦闘航空団司令官の式辞

青森県三沢市に東北防衛局の補助事業により
建設が進められていた「一般財団法人仁

じんわかい

和会三
沢中央病院」が完成し、平成28年９月25日、落
成式が行われました。
東北防衛局では、三沢飛行場の安定的な運用
と周辺地域の医療活動等の円滑化を図るべく、
「防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法
律」第３条第２項の騒音防止事業として、平成
25年度から平成28年度までの間、総工事費約10
億２千万円に対し、約７億７千万円の補助を行
いました。
落成式には、主催者である一般財団法人仁和
会小鹿和子理事長をはじめ、元防衛大臣の江渡
聡徳衆議院議員、三沢市の種市一正市長、小桧
山吉紀青森県議会議員、東北局から深澤局長な
ど多数の関係者が出席し、完成を祝いました。
三沢中央病院は、ＲＣ造４階建て、延べ床面
積約3,380㎡、病床数84床で、機能回復訓練室
が整備されています。

三沢中央病院落成式

機能回復訓練室

施設全景

福島県西郷村の村道川谷由井ヶ原線雪割橋の下部工・函渠工工事着工に先立ち、平成28年10

月24日、起工式・安全祈願祭が行われ、佐藤正博西郷村長、白岩征治西郷村議会議長や深澤雅

貴東北防衛局長ら関係者約40名が参加し、工事期間中の無事故、安全を祈願しました。

雪割橋は、昭和33年に完成した一級河川の阿武隈川に架かる橋梁で、白河布引山演習場周辺

住民の生活道路及び緊急避難及び消防救難活動に資する道路として重要な役割を担っています

が、老朽化等で道路交通に支障が生じていることから、「防衛施設周辺の生活環境の整備等に関

する法律」第８条の道路改修等事業として、平成24年度から拡幅改良舗装事業を実施しており、

雪割橋の架け替えも含めて平成32年度完成予定です。

雪割橋起工式・安全祈願祭

雪割橋の完成予想ＣＧ（奥の橋が現在の雪割橋）
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平成28年11月９日、平成28年度東北防衛局災
害対処訓練を実施しました。
今回の訓練は、当局の災害対応能力の向上、
関係機関・自衛隊との連携強化を図るため、陸
上自衛隊東北方面隊が実施した「みちのくアラー
ト準備訓練」と連動させる形で行いました。
訓練は、午前８時に宮城県沖を震源とするマ
グニチュード9.0の地震が発生し、宮城県内で震
度６強が観測されたとの想定で、職員に対する
安否確認、宮城県庁などへの連絡員の派遣、陸
上自衛隊からの要請による霞目駐屯地施設の応
急危険度判定などの訓練を実施しました。
また、「みちのくアラート準備訓練」を研修中
の地方公共団体の職員等約100名の方々が当局
の対策本部を視察し、災害対応等の説明を受け
ました。
当局では、各種事態発生時の対応について練
度向上を図るべく、引き続き訓練の実施及び地
方公共団体や自衛隊の訓練への参加に努めてま
いります。　

東北防衛局災害対処訓練を実施

対策本部を視察する地方公共団体の職員等

霞目駐屯地の応急危険度判定に向かう職員

平成28年11月４日、陸上自衛隊船岡駐屯地（宮
城県柴田町）において、平成28年度東北防衛施
設地方審議会が開催されました。同審議会は、
東北防衛局長の諮問に応じて、自衛隊又は駐留
軍の使用する施設に係る不動産の権利の対価の
額や漁船の操業制限等による損失の補償額等に
関する事項等を調査審議し、これらに関し必要
と認める事項を局長へ建議することを所掌して
います。
審議会では、委員の任期の満了に伴い新たに
任命された委員による会長の互選が行われ、一
力敦彦東北放送社長が選出されました。引き続
き、深澤雅貴東北防衛局長から、東北防衛局の
業務概況及び平成28年版防衛白書の説明を行い
ました。
その後、船岡駐屯地に所在する第２施設団副
団長の森山努１等陸佐より、同駐屯地の概況説
明を受けた後、渡河訓練の状況や装備品を視察
し、防衛施設に対する一層の理解を深めていた
だきました。

東北防衛施設地方審議会

渡河訓練の状況を視察

審議会の状況

東北防衛局は平成28年10月27日、防衛監察本
部との共催による「平成28年度コンプライアン
ス講習会」を開催しました。コンプライアンス
講習会は、各機関及び部隊等の職員を対象に、
法令遵守意識を浸透させるとともに、組織風土
として定着させることを目的として、これまで
31回開催されており、当局においては平成21年
11月以来の２回目の開催となりました。本講習
会では、前防衛監察監でフレイ法律事務所の梶
木壽弁護士を講師にお招きし、「コンプライアン
スを考える」と題し、入札談合の防止・業界関
係者との接触、コンプライアンス違反を発見し
た際の注意すべき行為などについて講話されま
した。
講習会には防衛監察本部から丸井博副監察監
も同席し、監察本部の活動について説明するな
ど、同本部に対する理解と知識の普及を図りま
した。
本講習会は、職員一人一人が高いコンプライ
アンス意識を持つことの重要性を再認識する良
い機会となりました。

コンプライアンス講習会を開催

丸井副監察官による監察本部の説明

梶木弁護士による講話

平成28年11月１日、平成28年度東北防衛局自
衛隊記念日式典を開催しました。　　
式典で深澤雅貴東北防衛局長は「自衛隊及び
在日米軍と自治体及び地域住民をつなぐ「架け
橋」としての東北防衛局の役割は、ますますそ
の重要性を増しつつ有り、しっかりとその務め
果たすことが求められている。職員各位におか
れては、このことを深く認識し、職務を遂行し
てほしい」と訓示されました。

自衛隊記念日式典

訓示を受ける職員一同

訓示する深澤局長
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東北防衛局は平成28年11月21日、三沢市国際
交流教育センター（青森県三沢市）において「平
成28年度三沢飛行場周辺航空事故連絡協議会」
を開催し、関係27機関から約60名が参加しまし
た。
本協議会は、三沢飛行場周辺で米軍機等の航
空事故及び航空事故に伴う災害が発生した際の
対応に万全を期す目的で昭和54年に発足し、今
回で39回目の開催となります。
会議では、東北防衛局坪川弘企画部長の主催
者挨拶に引き続き、国土交通省東京航空局三沢
空港事務所航空管制運航情報官、青森県三沢警
察署地域課長、日本航空株式会社広報部担当部
長から捜索救難業務概要や航空機整備における
安全の取組などの説明が行われました。　　　
　最後に東北局石垣博業務課長より、米軍機等
の航空事故が発生した場合の対応について、あ
らためて関係機関へ協力要請を行いました。
今回の協議会は、関係機関相互の連絡体制の
確認や情報共有が図られるなど、大変有意義な
ものとなりました。

三沢飛行場周辺航空事故連絡協議会を開催

協議会の状況

坪川企画部長の挨拶

平成28年11月９日、青森県警察本部が主導す
る「日米ガイドライン実動訓練」が実施され、
米軍三沢基地の関係機関、三沢警察署、三沢市
消防本部、八戸海上保安部、東北防衛局が参加
しました。
「日米ガイドライン」は、日本国内で米軍が
使用する施設・区域の外において、米軍の航空
機が墜落又は着陸を余儀なくされた際に適用さ
れる方針及び手続きを定めたもので、日米の関
係機関等が連携して迅速かつ的確に対応するこ
とを目的に、米軍三沢基地関係では平成２２年
度から図上、実動訓練が交互に実施されており、
実動訓練は今回で４回目となります。
当日は、米軍三沢基地所属のＦ－１６戦闘機
１機が、青森県三沢市の三沢漁港に墜落したと
の想定で、吹雪の悪天候のなか、日米が連携し
て機体の消火活動、負傷者の救助活動、内周規
制線等の設置を行い、参加各機関の迅速かつ的
確な初動対応が確認されました。

米軍航空機事故対応に関する日米共同実動訓練に参加

日米共同の救助活動

日米連携した消火活動

東北防衛局は平成28年11月30日、さくらんぼ

タントクルセンター（山形県東根市）において、

日本を巡る安全保障を考えるをテーマに「第32

回防衛セミナー」を開催し、約150名の方々が聴

講しました。

本セミナーでは、はじめに主催者及び開催市

を代表して深澤雅貴東北防衛局長、土田正剛東

根市長の挨拶の後、防衛研究所主任研究官の阿

久津博康氏が「最近の朝鮮半島情勢と今後の展

望」について、次に、陸上自衛隊第６師団副師

団長の鳥海誠司陸将補が「激変する安全保障環

境と自衛隊」について講演しました。また、今回、

スペシャルイベントとして、講演後に第６音楽

隊によるミニコンサートが行われました。

２人の講師のホットな話題による講演とミニ

コンサートに来場者も大変満足した様子でし

た。今後の「防衛セミナー」にご期待下さい。

防衛セミナーを開催

鳥海陸将補

阿久津主任研究官

「最近の朝鮮半島情勢と今後の展望」

「激変する安全保障環境と自衛隊」

Special Event　第６音楽隊ミニコンサート

各トピックスの詳細は、東北防衛局ホームページをご確認ください。
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採用案内パンフレットが完成しました。パン
フレットは、採用１年目の職員10名が、就職活
動中の学生などを対象に、どのようなパンフレッ
トを作れば東北防衛局の魅力が十分に伝わるか
を、自らの体験も踏まえ検討し、作成したもの
です。
採用間もない職員の新鮮な感覚によるパンフ
レットを是非ご覧ください。
【パンフレットご希望の方はこちらまで】
東北防衛局総務部総務課（電話022-297-8209）

採用案内パンフレットが完成



東北の主な自衛隊広報行事
自衛隊が今後予定している主な広報行事等は次のとおりです。ぜひ見に来てください！

開催日 イベント名 開催場所 問い合わせ先

１月15日（日）
陸上自衛隊第９音楽隊
New Year Concert

リンクモア平安閣市民ホール
（青森県青森市）

陸上自衛隊第９音楽隊
017-781-0616（6882）

１月22日（日）
弘前駐屯地音楽まつり

（仮称）
弘前市岩木文化センター
（青森県弘前市）

弘前駐屯地広報室
0172-87-2111（205～207）

１月29日（日） 第33回自衛隊郡山音楽祭
郡山市民文化センター
（福島県郡山市）

郡山駐屯地司令業務室広報班
024-951-0225（283､284）

２月26日（日） 第39回福島自衛隊音楽祭
パルセ飯坂
（福島県福島市）

福島駐屯地広報室
024-593-1212（204､205）

３月12日（日）
第31回岩手駐屯地音楽隊
定期演奏会

盛岡市民文化ホール「マリオス｣
（岩手県盛岡市）

岩手駐屯地司令業務室広報班
019-688-4311（256）

※事前申し込み、入場整理券等が必要なイベントもありますので、お出かけ前にご確認ください。

郡山防衛事務所長　１等陸佐　山
やまぐ ち

口　英
ひであ き

明
12月１日付けで郡山防衛事務所長に着任致しました。
当事務所は、陸・海・空自衛官及び事務官による統合組織で、かつ、
装備品等の検査・監督を行う点で防衛事務所として希少であります。
特に、弊事務所は経済活動が盛んな郡山市に立地していることか
ら交通の便も良いため、多種に亘る関係企業との業務においても利
便性が優れているものと認識しております。
これらの特性を踏まえ、業務を通じた事務所と地域の皆様との一

体化を更に強固なものにしたいと考えております。
防衛装備庁の発足から２年目に入り、内外から業務内容の真価が問われていくことを自覚しつ
つ、郡山防衛事務所としてもより質の高い業務を推進していく所存でございます。皆様からのご支
援・ご協力の程、宜しくお願い致します。

第５回ＭＩＳＡＷＡアイスホッキー開催

平成29年１月21日（土）、三沢アイスアリーナ（青森県三沢市）において日米交流事業「第５回MISAWA

アイスホッキー」を開催します。

「MISAWAアイスホッキー」は、三沢市の特産物である「にんにく」、「長芋」、「ホッキ貝」をモチーフ

にした用具を使い、アイスホッケーのような形式で点数を競い合う、地元ならではのとてもユニークなイベ

ントです。多くの方々のご観覧、お待ちしております。

人事異動

インフォメーション

在日米軍従業員
日本の「アメリカ」三沢米軍基地で働きませんか？

私たち独立行政法人駐留軍等労働者労務管理機構【エルモ】では、在日米軍基地で勤務する
従業員の募集を行っています。エルモ三沢支部では、三沢飛行場（三沢基地）、八戸貯油施設、
車力通信所を管轄し、米軍から要求のあった職種について、随時募集活動を行っています。

■主な職種
職種は多岐にわたっており、要求される英語能力は異なりますが、英語が堪能であれば応募できる職

種は広がります。しかし、中には英語を要求されない職種もあります。
また、地域の特色として夏季の除草、冬季の除雪を行うため、毎年多数の臨時従業員の募集も行って

います。

職種の選び方 職種 業務内容

英語を活かしたい！

資格を活かしたい！

経験を活かしたい！

事務・技術関係
庶務、会計、通訳などの事務関係、建築、土木、機械など

の技術関係の業務に従事します。

技能・労務関係
補修、点検、運転などの技能関係、清掃、販売、ウエイ

ター、ウエイトレスなどの労務関係の業務に従事します。

体力に自身あり！ 警備・消防関係 警備員、消防員などとして保安業務に従事します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※その他職種として、医療・看護関係もあります。

■在日米軍従業員の位置づけ

在日米軍従業員は、国（防衛大臣）に雇

用されますが、使用者は在日米軍となっ

ています。そのため、祝日は米国のもの

が適用になりますが、社会保険、労災な

どは日本の制度が適用になります。

（身分は国家公務員ではありません。）

■応募は、パソコン、スマホから⇒ＬＭＯで検索！
エルモホームページアドレス
http://www.lmo.go.jp

ＬＭＯ
《エルモ三沢支部所在地》

【窓口応募受付・お問い合わせ先】
　　　　　　　独立行政法人

　　　　　　　駐留軍等労働者労務管理機構【エルモ】
　　　　　　　三沢支部管理係　☎0176-53-4165（代）　
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